
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
た
2

0
2
4
／
憲
法
大
集
会
は
「
武

力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！
と

り
も
ど
そ
う
憲
法
い
か
す
政
治

を
」
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

の
も
と
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
5
・
3
憲
法
集
会
実
行
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
伊

藤
真
さ
ん
（
伊
藤
塾
塾
長
・
弁

護
士
）
、
猿
田
佐
世
さ
ん
（
新

外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
Ｎ
Ｄ
）

代
表
・
弁
護
士
）
、
市
民
連
合

の
代
表
な
ど
が
挨
拶
を
行
い
、

政
府
の
武
器
輸
出
政
策
転
換
の

撤
回
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

の
実
現
な
ど
を
訴
え
た
。

護
憲
派
の
野
党
幹
部
も
出
席

し
た
。
立
憲
民
主
党
の
逢
坂
誠

二
代
表
代
行
は
、
法
律
を
犯
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
裏
金
議

員
の
方
々
に
憲
法
の
議
論
を
す

る
正
当
性
は
あ
る
の
か
と
指
摘

し
た
。
共
産
党
の
田
村
智
子
委

員
長
は
、
武
力
で
平
和
は
守
れ

な
い
と
批
判
し
、
戦
争
の
放
棄

を
定
め
た
憲
法
9
条
に
基
づ

き
、
対
話
を
続
け
る
こ
と
こ
そ

が
重
要
だ
と
訴
え
た
。
社
民
党

の
福
島
瑞
穂
党
首
は
、
憲
法
改

正
で
は
な
く
、

憲
法
を
生
か
し

て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド

・
ア
ピ
ー
ル
で

は
、
参
加
し
た

多
く
の
市
民
、

3
万
2
0
0
0

人
（
主
催
者
発

表
）
が
「
憲
法

を
い
か
す
政
治

を
！
」
・
「
守

ろ
う
！
平
和
・

い
の
ち
・
く
ら

し
」
・
「
武
力

で
平
和
は
つ
く

れ
な
い
」
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
一

斉
に
掲
げ
た
。

い
ま
世
界
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵
攻
や

北
朝
鮮
な
ど
不
穏
な
動
き
な
ど

も
あ
り
、
安
全
保
障
へ
の
不
安

や
戦
争
へ
の
不
安
な
ど
、
様
々

な
世
論
が
国
内
を
取
り
巻
い
て

い
る
。

岸
田
首
相
は
、
改
憲
派
の
集

会
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
、
憲
法
改
正
は
先
送
り
で
き

な
い
重
要
な
課
題
と
訴
え
、
党

派
を
超
え
て
連
携
し
な
が
ら
、

議
論
を
行
う
姿
を
国
民
の
皆
様

に
お
見
せ
し
て
い
き
た
い
と
述

べ
て
い
る
。

改
憲
派
の
政
党
が
衆
議
院
だ

け
で
な
く
参
議
院
で
も
、
改
正

の
発
議
に
必
要
な
全
体
の
3
分

の
2
の
議
席
を
占
め
る
こ
と
に

な
っ
た
国
会
で
は
、
憲
法
審
査

会
で
緊
急
事
態
条
項
の
創
設

で
、
緊
急
政
令
や
議
員
任
期
の

延
長
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
憲
法
改
正
発
議

の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
今
、

日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
77

年
、
平
和
憲
法
を
こ
の
先
も
守

り
続
け
て
い
く
の
か
、
戦
争
を

す
る
国
へ
と
変
え
て
い
く
の
か

「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
に
つ
い

て
真
剣
に
向
き
合
い
、
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
に
、
平
和
や
戦
争
を
考
え
る
集
会
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
日

本
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
港
湾
は
、
東
京
の
有
明
防
災
公
園
の
集
会
に
、
陸
・
海
・
空
・
港
湾
20
労
組
の
一
員
と

し
て
、
各
単
組
と
京
浜
3
港
代
表
を
中
心
に
30
余
名
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

5
月
1
日
（
水
）
横
浜
赤
レ

ン
ガ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
て
、

港
湾
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
天
気
状
況
が
悪

い
と
の
予
報
の
中
で
、
ど
の
程

度
の
参
加
者
が
集
ま
る
か
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
各
単
組
の
取

組
み
に
よ
っ
て
、
全
体
で
4
6

7
名
の
参
加
者
で
集
う
横
浜
港

メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

天
気
予
報
通
り
当
日
雨
が
降

り
し
き
る
中
、
第
29
回
横
浜
港

メ
ー
デ
ー
は
渡
辺
運
営
委
員
長

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
徳
里
実

行
委
員
長
よ
り
24
春
闘
の
状
況

と
日
本
港
運
協
会
に
対
す
る
怒

り
に
つ
い
て
及
び
、
平
和
な
世

の
中
で
し
か
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
は
で
き

な
い
「
港
湾
を

兵
站
基
地
に
さ

せ
る
な
！
」
と

声
を
上
げ
続
け

よ
う
と
述
べ
ら

れ
た
後
、
全
国

港
湾
真
島
中
央

執
行
委
員
長
よ

り
、
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
並
び
、

日
本
港
運
協
会

の
誠
意
の
無
い
対
応
に
対
し
、

今
後
も
組
合
員
と
共
に
奮
闘

し
、
組
合
員
全
体
で
今
春
闘
を

頑
張
り
抜
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
神
奈
川
交
運
労

協
、
国
民
春
闘
共
闘
、
か
な
が

わ
労
働
セ
ン
タ
ー
、
横
浜
市
港

湾
局
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
く

と
共
に
、
政
党
よ
り
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
社
会
民
主

党
の
代
表
者
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
港
に
働
く
者
の
団
結

で
、
将
来
展
望
が
見
出
せ
る
賃

金
・
職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う
」

と
合
わ
せ
て
メ
ー
デ
ー
宣
言
文

が
力
強
く
読
み
上
げ
ら
れ
、
大

き
な
拍
手
の
も
と
採
択
さ
れ
閉

会
し
ま
し
た
。
デ
モ
行
進
は
残

念
な
が
ら
、
悪
天
候
の
為
中
止

と
し
ま
し
た
。
（
全
横
浜
港
湾

・
書
記
長

荒
井
一
美
）

大
港
労
組
は
昨

年
ま
で
大
阪
港
を

船
で
回
る
「
大
阪

港
海
上
メ
ー
デ

ー
」
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
。
し
か

し
本
年
は
船
の
準

備
が
出
来
ず
、
組

織
内
で
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
今
年
は

大
阪
城
公
園
「
太

陽
の
広
場
」
で
開

催
さ
れ
る
「
第
95
回
大
阪
地
方

メ
ー
デ
ー
」
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
生
憎
の
雨

模
様
で
、
足
元
の
悪
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
港

労
組
各
支
部
役
員
約
40
名
の
仲

間
と
共
に
、
約
3
万
7
0
0
0

名
の
労
働
者
が
集
う
「
労
働
者

の
祭
典
」
参
加
し
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
（
大
港
労
組
書
記
長

・
赤
松
和
吉
）

腎
臓
疾
患
を

引
き
起
こ
し
た

紅
麹
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
被
害
が

深
刻
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
そ
の
よ

う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
。
ま

た
、防
止
策
は
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
『
機
能

性
表
示
食
品
』
と
い
う
食
品
表

示
法
上
の
食
品
群
の
一
つ
で
、

製
造
元
が
安
全
性
を
証
明
し
な

く
て
い
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

▼
食
品
表
示
法
と
は
、
食
品
を

売
す
る
際
、
健
康
へ
の
効
果
の

表
示
を
禁
じ
て
い
る
。
た
だ
、

例
外
も
あ
り
、そ
の
一
つ
が『
ト

ク
ホ
』
と
呼
ば
れ
る
特
定
保
健

用
食
品
だ
。
『
ト
ク
ホ
』
は
有

効
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
の
試

験
が
必
要
で
、
国
が
食
品
を
個

別
に
許
可
し
て
い
る
▼
一
方
、

『
機
能
性
表
示
食
品
』
は
実
質

的
な
審
査
は
な
く
、
消
費
者
庁

へ
の
届
け
出
で
済
む
。
問
題
が

生
じ
た
場
合
の
報
告
義
務
も
な

い
▼
今
回
、
紅
麹
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
製
造
し
た
小
林
製
薬
は
、

健
康
被
害
を
把
握
後
も
約
2
ヶ

月
間
、
国
に
報
告
し
て
い
な
か

っ
た
▼
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
制

度
が
で
き
た
の
か
？
▼
『
世
界

で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
』
を
掲
げ
た
第
2
次
安
倍
政

権
時
に
規
制
緩
和
さ
れ
、
15
年

度
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
原
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
、

日
弁
連
や
消
費
者
団
体
が
『
安

全
性
を
確
保
す
る
措
置
が
不
十

分
』
な
ど
と
指
摘
し
て
い
た
。

事
件
を
受
け
政
府
は
、
新
た
な

ル
ー
ル
作
り
の
検
討
を
始
め

た
。
▼
命
と
健
康
に
関
わ
る
門

題
だ
け
に
、
制
度
廃
止
を
含
む

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
だ
。

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！

守
ろ
う
！

平
和
・
い
の
ち
・
く
ら
し
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